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リリース・ノート

このリリース･ノートでは、TG8000 型マルチフォーマット・テスト信号ゼネレータ
のファームウェア・バージョン 1.1 で追加および強化された機能、およびその
使用上の注意事項について説明します。

本リリースでは、TG8000 型ファームウェアの初期バージョンで発見された不具
合が修正されています。

新機能

本リリースには次の新機能が追加されています。

BG7 型モジュール BG7 型モジュール（オプション CB 型付き）には、シャロー・ランプ、コンバー
ゼンス、プルージおよびルミナンス・リファレンスなど、新しいテスト信号が
追加されています。さらに、PAL テスト信号 CCIR-17L および CCIR-18L
も追加されています。

GPS7 型モジュール CW 信号に GEN ロックできる機能が追加されました。GPS7 型モジュール
は、1 MHz、3.58 MHz、4.43 MHz、5 MHz および 10 MHz リファレンス入力
信号に GEN ロックします。

SDI7 型モジュール 出力から生成された任意のテスト・パターンにバーンイン・タイム・コード
（BITC）表示を追加できるようになりました。

セカンダリ出力で、エンベデッド・オーディオを有効、ミュート、または無効
（オーディオなし）にして、テスト・パターンまたはブラック・バースト信号を
出力できるようになりました。

メインフレーム診断 メインフレームの DIAGNOSTICS メニューに 2 つのリードアウトが追加されまし
た。

電源モジュールの動作時間数

RTC（Real Time Controller）バッテリのパワー・レベル・ステータス
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機能修正

本リリースでは、次の既存機能に修正が加えられています。

GPS7 型モジュール INTERNAL リファレンス・タイム・ソースの時刻コントロールの振る舞いが変
更されました。時刻ソースとして INTERNAL を選択している場合、時刻は
自動的には変更されません。INTERNAL モードで時刻を変更するには、
TIME OF DAY メニューを Internal: yyyy-mm-dd hh:mm:ss までスクロール
し、修正を加え、ENTER ボタンを押して修正を確定する必要があります。

注： 手動での時刻設定は、機器の電源を投入し直しても、自動的に再適用さ
れるということはありません。INTERNAL モードで機器の電源を投入した場合、
時刻は TG8000 型ゼネレータ内部のリアルタイム・クロックから取得されます。

時刻リファレンスとして VITC/LTC を使用している場合のシステム時刻の
振る舞いが変更されました。VITC または LTC を時刻ソースとして使用し
ている場合、hh:mm:ss:ff 設定は VITC または LTC ソース（存在する場合）
と同期されます。 一方、yyyy-mm-dd 設定は、直近に有効であったソース
（GPS または Internal/Manual）に基づいて設定されます。

SDI7 型モジュール テスト・パターン出力にオーバーレイするロゴの位置が、MOVING PICTURE
モードでも移動しないようになりました。

使用上の注意事項

このファームウェア・リリースについては、以下に説明する使用上の注意事項
があります。 TG8000 型ゼネレータのファームウェア・アップデートについては、
当社 Web サイト（www.tek.com/software/downloads）をチェックしてください。

TG セットアップ・ソフト
ウェア

AGL7 型モジュールの BLACK 2 および BLACK 3 出力信号フォーマットの設
定では、フレーム・リセット信号 1 を 2.997 Hz に設定した上で、BLACK 2 として
HD sync（BLACK 3 と同じ）を選択し、かつ BLACK 3 として BB（BLACK 2 と同
じ）を選択することはできません。 このような設定にすると、フレーム・リセット信
号 1 が不安定になります。 このような事態に陥った場合は、Power On Default
設定またはプリセットを復元してシステムをリセットしてください。
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USB ポート USB ドライブをマウントすると、HDVG7 型モジュールの SDI 出力信号が一
時的にアンロックされることがあります。 この問題が発生するのは、シリア
ル番号 B013412 以前の HDVG7 型モジュール、またはシリアル番号が "J"
で始まる HDVG7 型 のみです。 DVG7 型、HD3G7 型、および SDI7 型モ
ジュールについては、USB ドライブをマウントしても SDI 出力に影響が及
ぶことはありません。

USB ドライブからファイルを復元している間は、TG Setup アプリケーション
をリモート構成に使用することはできません。 復元が完了するのを待って
TG Setup アプリケーションを起動し、TG8000 型ゼネレータに接続してくだ
さい。

ファームウェアのアップ
グレード

USB ドライブまたはネットワーク接続を使用して TG8000 型のファームウェア
をアップグレードすると、ユーザが作成またはインストールしたファイルは、
プリセット、信号ファイル、フレーム・ピクチャ・ファイル、ロゴ・ファイル、シー
ケンス・ファイルを含めてすべて削除されます。さらに、SDI7 型モジュール
については、テキスト・ファイルとフォント・ファイルも削除されます。 そして、
ファームウェアがアップグレードされると、出荷時に標準インストールされて
いた信号ファイル、ロゴ・ファイル、および SDI7 型モジュールのフォント・
ファイルが復元されます。

ユーザ・ファイルが失われるのを防ぐには、ファームウェアをアップグレー
ドする前に UTILITY メニューの "Backup All User Data to USB" 機能を使
用して、ユーザ・ファイルを保存しておきます。 アップグレードが終了した
ら、UTILITY メニューの "Restore All User Data From USB" 機能を使用し
てユーザ・ファイルを復元します。

TG8000 型のメモリに大量のテスト信号やフレーム・ピクチャ・ファイルを読
み込むと、メモリ不足が原因で機器のファームウェアをアップグレードでき
なくなる可能性があります。 ファームウェアのアップグレード中にメモリ・エ
ラーが発生した場合は、テスト信号またはフレーム・ピクチャ・ファイルの一
部を削除してからアップグレードを実行してください。

出力信号のリセット 信号データが再読み込みまたはリセットされて、フォーマットの変更、プリセッ
トの復元、信号ボタンの割り当てなどが行われると、信号出力の中断または同
期ショックが発生する可能性があります。

Open メニューを使用し
て出力フォーマットを変

更する

フロントパネル・メニューおよびステータス表示の一部は、そのとき選択されて
いる出力フォーマットのフレーム・レートに依存します。 サブメニューを開いた
状態で、フレーム・レートを変更するために FORMAT ボタンを押すと、そのサ
ブメニューは閉じるまで（または開き直すまで）更新されません。

GEN ロック・ソースを設
定する

GEN ロック・ソースを CW に設定した後で AGL7 型モジュールのフレーム・リ
セット期間を変更すると、フレーム・リセットが正しく選択されない可能性があり
ます。 このような事態に陥った場合は、フレーム・リセットを CW に設定してく
ださい。
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信号とフレーム・ピクチャ
をフロントパネルのボタ

ンに割り当てる

ダウンロードした信号をフロントパネルのボタンに割り当てるときは、同じボタン
に複数のフォーマット信号を割り当てないようにしてください。

出力中の信号が割り当てられているボタンに信号セットを割り当てることはで
きません。 また、"No Signal Set Assigned" というメッセージが表示されている
間は、信号ボタンに信号セットを割り当てることはできません。 信号セットを
OTHER ボタンに再度割り当てるには、OTHER 以外のボタンに割り当てられて
いる信号が出力されているときに再割り当てを実行してください。

タイムコード出力の時刻
変更

夏時間調整を適用したり、フロント･パネルで機器の内部時刻を設定したりな
ど、時刻に変更を加えた場合、その変更がタイムコードの出力に反映されるま
でに遅延が生じることがあります。

ブラック信号出力が NTSC ブラック・バースト信号と 1080i/59.94 HD 3 値信号、
LTC 出力が 30 fps ドロップフレームである場合のように、すべてのタイムコー
ド出力フォーマットが同じクロック・レートを基準にしていると、この遅延は数フ
レーム分（1 秒未満）にとどまります。一方 29.97 fps の出力と 24 fps の出力が
混在している時のように、タイムコード出力フォーマットが異なるクロック・レート
を基準としている場合、遅延は数秒程度まで及ぶことがあります。

夏時間（DST）スケジュー
ラ・システム

DST スケジューラ・システムでは、時刻（TOD）ソースが VITC Input または LTC
Input に設定されていても、また、有効な VITC 入力信号または LTC 入力信
号が実際に得られるかどうかに関わらず、DST オフセットが使用されます。DST
スケジューリング機能を正しく使用するには、TOD メニューに日付と時刻を手
動で入力し、機器が有効な時刻情報を取得できるようにする必要があります。

TOD ソースが GPS Signal に設定されているが GPS が入力信号にロックされ
ていない場合、DST スケジューラ・システムは内部クロックを参照し、指定の日
付と時刻になったことを認識すると DST オフセットの適用を開始または終了し
ます（ただし、内部クロックは精度に誤差が生じやすく、指定時刻ちょうどに適
用が開始されるとは限りません）。DST スケジューラ・システムをオンにする前
に、GPS がロックされていてシステムの時刻が正しいことを確認する必要があ
ります。

手動での時刻設定は、機器の電源を投入し直しても、自動的に再適用される
ということはありません。Internal モードで機器の電源を投入した場合、時刻は
TG8000 型ゼネレータ内部のリアルタイム・クロックから取得されます。 DST ス
ケジューラを Internal モードで運用する前に、システムの時刻をチェックし、必
要に応じて正しい時刻に修正してください。

AGL7 型モジュールのタ
イミング・レンジ

AGL7 型モジュールの TIMING メニューでは、使用中のフォーマットの±1/2フ
レームを超えて出力タイミングを調整することができます。
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HDVG7 型モジュールの
エンベデッド・オーディオ

HDVG7 型モジュールでは、720 23.98p/24p フォーマットのエンべデッド・
オーディオは（メニューには含まれていますが）、サポートされていません。

オーディオ・コントロール・パケット（オーディオ・フレーム値を含む）の最初
のユーザ・データ・ワードは、フレーム数が 1、2、または 4 のときは不正確
なパリティ値を持ちます。

HDLG7 型モジュールの
Y/GBR コンバータ・モー

ド

出力フォーマットが 2K、コンバータ・モードが Y/GBR に設定されている場合、
テスト信号を選択して操作モードを変更すると、予期しないブラック信号とホワ
イト信号が発生します。 テスト信号を修正するには、OTHER ボタンを何回か
押して Normal を選択し、テスト信号ボタンを押します。

HDLG7 型モジュールの
25/29.97/30 Hz 分割フ

レーム・フォーマット

HDLG7 型モジュールは、25 Hz、29.97 Hz、または 30 Hz では 1080PsF 対応
のフォーマットは選択できません。 これらのフォーマットは、50 Hz、59.94 Hz、
および 60 では、Hz 1080i（インターレース）フォーマットとほぼ同一視でき、い
ずれのフォーマット設定もプログレッシブ・セグメント信号に使用できます。 た
だし、出力信号の SMPTE 352M ペイロード ID は、HDLG7 型モジュールが信
号リンク・プログレッシブ・セグメント入力信号をデュアル・リンクに変換している
場合でも、インターレース信号フォーマットを示します。

HD3G7 型モジュールの
コンバータ・モード

まれに、HD-SDI 信号のアップコンバージョンに失敗することがあります。
出力信号が得られない場合は、いったん他のテスト信号を選択した後、コ
ンバータ･モードに戻してください。これで問題が解決される可能性があり
ます。

コンバータ･モードでは、トリガ出力によりフレーム･パルスまたはライン･パ
ルスを生成することができません。

動画およびビデオ･コンポーネント機能がアンプコンバージョン後の出力
信号に反映されません。

アップコンバージョン後の 3 Gb/s 出力信号のフォーマットとしてレベル B を
選択すると、入力 HD-SDI 信号のエンベデッド･オーディオが両方のバー
チャル･リンクにコピーされます。そのため、3 Gb/s 出力信号に最大 32 チャ
ンネルのエンベデッド・オーディオが重畳される可能性があります。

HD3G7 型モジュールでは、コンバータ・モードで SMPTE 334 キャプション
配信パケットがフォーマットし直されることはありません。そのため、たとえ
ば 1080i/59.94 Hz から 1080p/59.94 Hz への変換が行われた場合、出力
結果には各フレームの CDP データ（20 バイトのキャプション・データ）では
なく、1 つ置きのフレームの CDP データ（40 バイトのキャプション・データ）
が含まれます。

レベル B 高速プログレッシブ・フォーマットへの変換では、出力フレームの
ストリーム中、キャプション配信パケットの順番に誤りが生じる可能性があ
ります。
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HD3G7 型および SDI7
型モジュールの SDI イコ

ライザ・テスト信号

HD-SDI の SMPTE RP198 に準拠するため、極性変更ワードを使用してイコラ
イザ・テスト・パターンの DC バイアスと同等のバイアスを得ます。 それでも、一
部の SDI フォーマットでは異なるバイアスを示すことがあります。 エンべデッド・
オーディオやタイムコード・データなどの出力信号の動的ビット・ストリームを有
効にすると、両方の DC レベルが出力信号に現れる結果となります。

HD3G7 型および SDI7
型モジュールのテスト信

号ファイル

HD3G7 型および SDI7 型モジュールで使用するテスト信号は、ファイルとして
定義されています。 工場出荷時バージョンの信号ファイルに修正を加えると、
予測不可能な結果が発生する可能性があります。 このような状況を元に戻す
には、付属の TG8000 SW ライブラリおよびドキュメンテーション DVD から工場
出荷時バージョンの信号ファイルを読み込み直してください。

SDI7 型モジュールの多
言語サポート

表記に合字を必要とする言語は、SDI7 型モジュールの Text ID ディスプレイ
では正しくレンダリングされない可能性があります。

SDI7 型モジュールでの
マルチバースト信号の

扱い

SDI7 型モジュールでは、操作中のマルチバースト信号は設定しないでくださ
い。 さもないと、破損した信号が生成されることになります。
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